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このたびは、ベンタックス ESP の 200 〈エスピオ200) 
ドートをお頁ぃ h げぃただきまして、おにありがとうご 
い、ます。[エスビオ200」は、巧をか.巧や傲な則 g によっ 
ご白なのにを化するフ*ィンダーを任えた、48ミリから 
00ミリちさまでのズームコンバクトカメラです。その 
h! こも6诗剤な化じよるきめ轴やかだ巧り1のま||卸やフィ 
レムぶIりでの'、•ノラマ/損ザ巧をの切り替え、巧れたと 
ころから巧おできるリモコンだど、ぃろぃろ f ぶをおを巧 
受してぃます。 

• 說巧又中の 巧のを*奉巧には、特に巧を付けて 

ぉ结ろくださぃ。 

. 本文41の写ち.ィラストは、ぞ房のを!なと夏なる巧合 
があります。 


r が«のが密」 

すぐに沒:立つ写真の基 a 巧を 
g ホのり:巧みやホの測り方、ビントの合わせ方 
など 7 若 S のを巧を唐ちだイラストと巧のでわか 
りやずく W おしでいます。おをめは、ベンタ', 


法巧の方向 
















をがのち诗 



を巧のを持（背面) 







カメラをををにお巧いいただくためじ 


この製品の安全性については十分を意を化っておりまずが、2ぺ一 
ジにある下記マークの内容については特にを意をしてお使いくだ 
さい 0 

A 警告 

このマークの内容を守らなかった場合、使用者がち大な傷害を受 
ける可能性があることをぶすマークです。 

么を意 

このマークの内容を守らなかった場合、巧巧おがお傷または中程 
度の傷害を受けたり、物的損害の可能性があることを示すマーク 
です。 

Q は、禁止ず巧を表わすマークです。 

么は、注意を促すためのマークです。 


么替吿 

Q カメラを分おしないでください。々ゾ 
ラ巧がじは音 巧 巧部があり、感巧のを 
ちがるります。 

0まドだどにより、カメラ巧巧が巧出し 
たときは、おがに S おが分に手をふれ 
だいでください。京軍のを玲がありま 
' す。 

0ストラップがまにをき巧くとをちです。 
小さだお f •巧がストラ V ブを巧に掛け 
ないようじご注意ください。 


A ま意 

巧化をン a — 卜させたろ、火の中に入 
れないでください。また、分解やが巧 
をし f い、でください。巧裂•発火のを 
れがるります。 

A 巧、 々イラ巧の窜化がをみ.を巧を 
狂こしたときは、巧やかに巧池を巧り 
おしてください。この巧を、やけどに 
t みご注«ください。 






巧り巧い上のをる 


•巧れまとし に、シンナー や T , レコール •ベ 
ンジンなどの巧巧を巧は巧用し f ぶいで < だ 
さい。 

•高おをおの巧は避けてください。巧に車の 
中は音沒にだりまずのでごを,ちください。 

•防虫巧やをなを化う巧はちけてください。 
また、々ビ巧止のためケースから出して、 
苗巧しの良い巧に巧菅してください。 

•このカイラはな木々メラではるりませんの 
で、巧水 f ぶどが直接かかる巧では巧用でき 
ません。 

•挂い S 货 • シ3ック •往刀などを讯んない 
でください。才-トバイ•ま.恥 f よどの运 
新は、クッシ a ンなどを入れて巧ましてく 
ださい。 


•レンブ、フ7インダーをのホコリはブロワー 
で吹き巧ばし、 きれいなレンズブラシで巧 
りとってくだまい。 

•冀孩巧またはおおだる件での巧用には、お 
をめでをません。 

•巧をおを法つため、1〜2巧毎じを巧点お 
をしてください。岳巧 P ぶ毎闻しなかったと 
きや、大切な巧あの前には巧おやなし巧り 
をしてください0 

•々メラの巧巧をち招巧は一1が05化でも 

•をせな谊度を化を与えると、々メラの巧巧 
に水巧が生じます。カメラをバッグやビニー 
ル袋などに入れ、 湿反まをかなくしてから 
巧り化してください。 

•ブミや巧•げ•ホコリ•水 • ち濟ガス•を 
巧だどか々 V ラの中に入ら W いようにご注 
意ください。巧巧の原因になります。かや 
水をなどががいたときは、良く巧いておか 
してください0 


目次 


々イラを安をにお巧いいただくために . 1 

かりない上の注ち . 3 

皮い A は巧巧です . 5 

こんなち臭を巧るには？ . 6 

?*おおの巧扣をしましょう 

しノフトケース . 8 

2. X トラップ . 9 


3•巧おを入れてみましょう . の 

4•々メラの巧え方 . 12 

5 . ズー ミングをしてみましょう . に 

フィルムを义れて«たしましよラ 

1 . フィルムを人れましょう . U 

•フィルム巧度について . 18 

2. 巧度苗前 . 19 

3. フ r インダー巧ま示 . 20 

•巧賠 K 搞巧 . 22 

• ピントのをう巧困 . 23 

4. をホパネルの巧日月 . 24 

t 毎をしましょう . 25 

.ス トロ ボ自巧を化 . 27 

• ピントが合わ f ぶい巧合 . 28 

6. フィルムを化り化しましょう . 29 

• フィルムのを中眷きおし . 31 
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いろい5な度巧をしましょう 

いろいろな巧#!の還び方 . の 

日中シンクロ巧わ . 34 

ほぶソザッター巧を . 35 

ほ速シンクロ撮お . 36 

バルブちお . 37 

バルブシンクロ巧於 . 38 

ホ目ちおなお . 39 

セルフダイ マー 巧を . 40 

リモコン巧を . 42 

多きさホ巧お . 45 

沒き揉お . 46 

スボ7卜 A ド巧が . 47 

フ,ー カスロック巧巧 . 48 

バノラマ巧お . 50 

おきじ日けや時穿 I を与し込ろまず . 53 

• 口讨や時刻のを正 . 64 

ち池の巧巧*ち . 56 

電池のちち . 57 

ストロボ巧を巧お史« . 59 

こんなときは？ . 60 

亥ホ'、•ネル . 62 

アフターサーヒ•スについて . 63 

ちだ ft 巧 . 64 

クイックガイド . 66 




















































〔通常の 《 を手巧] 


ブームレバーをたちじ 
おかして写したい巧の 
大きさをみ々ます。 

[13 ベーシ] 


のじフ r インダー巧の 

[ 〕ををわせます。 
[25 ベージ] 


して巧をです。垣いみ 
では自動のにストロボ 
が化ります 
[26、のぺージ〕 


ィルムがをわると自 
な的にをお戻しががま 
ります。 

〔29ベーシ〕 


日勤のに1コマ目まで否化さ巧ダイヤルを 
卷き上がります。 〇化®にろわせます。 

:けページ] 巧巧が入ります。 

[10 ベージ] 


ちぶたを巧けミす。 フイ 

[14 ページ] たを閉じミず。 

:巧ページ） 


こんな写まを巧るには 
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ビント柏巧 


まくの昆まを巧りたい . 

窓这しに遠くのあ夏を巧りたい . 

巧屯の挟いな巧にピントを合わせて巧おしたい 


か 


% 


スト□ボ M 巧 


暗い巧で写頁を巧りたい . 27 

ストロボ巧がで目がホく写らないようにしたい . 39 

♦1 了ィぶどでをになっている人巧の篇を明るく写したい . 34 I 

夕景をバックに人物をちしたい . 36 

巧るをバックに人巧を鸟したい . 38 ! 


网ズ- 


ミングおな-- —— 

ちしたい巧を大きくしたり小さくしたりした L 

























j J I 人み 》 わ巧 巧 

ち f •などで R になっている人物の篇夕明るくちしたい 


ダ是をバックに人巧を写したい . ％ 

を貴をバックに人物をちしたい . 巧 

白み自身ら写夏におりたい . 40、の 


- I ♦で ■ をま巧お巧孫- 

ダ最を巧りたい . 巧 

ダまをバックに入巧を写したい . 化 

巧まを巧りたい . 37 

巧まをバヴクに人巧を写したい . 巧 

を度しに惠くめちまを巧りたい . が 


で その化 


暗くて、表示'、•ネルのをぶがちえ{こ〈い . 24 

カイラから電れた巧からシサッ ダー を明りたい . の 

フィルムの 同じな巧のがかに重ねて巧おをしたい . が 

写真に U がや時刻を入れたいじ旨したい] . 53 


巧お前の 
準備をしましょう 


ク 


ソフトケース 




々イラをケースに入れるときは、巧巧を OFF 
にしてください。〔巧巧 OFF については、10ベー 
ジをごちく ださい0 ] 


•ソフトケースを巧けると、リモ 
るた々のボゲットがあります0 
上曰の欠巧の方がから入れてく 

















ストラップには、図のようにストラッ 
プ a しと留め具が通してあります。 
ストラップの先巧 A をカメラのスト 
ラップ通しにるします。 

3. ストラップの巧巧 A をもラー方の巧 
巧測から因のようにストラップ通し 
一留め具ーストラップ适しの嗎に适 
します。 


•ストラ V ブの下囚のな分は、 U けや時巧を g 
正するときや$化ぶたを巧けるとまおよびフィ 
ルムのを巾をき戻しのときにご巧巧ください。 



夕 


ち度を入れてみましょラ 



電巧を入れまず 

霞出選巧ダイヤルを»して OFF 位 a 
ja かにをせるとち巧が入ります。 



«巧を切ります 

B 出選巧ダイヤルを OFF な置に合わ 
せると、電强が切れます。 


* 巧巧の巧がでは、5化适巧ダイヤルを巧 
な g [才ートおが]にをわせてください。オー 
卜巧をは、暗いときやをホのときにストロボ 
が自巧的に発化ずるちもお的なそードです。 
その他の«おモードについては、のべージを 
ごおください0 


* 巧> ラを巧 Hi しだいときは、必ず'ま巧を OFF 
にしてください e 

* 巧 S が入ったままを置した巧をは、巧ちちわ 
a 巧聞たつと、日な的にレンズの焦ホ巧 gw 
が mm になります。ただし、巧面は切れませ 

ん〇 
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巧おするときは、カメラを巧をでしつ 
かり持ろ、カメラがおかないようにし 
て、シャッターポタンををかに巧しま 
しよう。[送く巧すとカメラがれいて、 
きれいな写真が巧れません J 

• 木や法巧•テーブル f ぶどそみ巧して、からだ 
や々イラを•お适させるのらちい方をです。 

• 々イラを巧な S になえてストロボ巧おすると 
きは 、X h ロボが上になるようにしましょう。 
がが曰がだ方向に化ます。 


• レンズはズーミングによリおまますので，レ 
ンズ巧みを持つと、落下なとの原田になりま 
す。 

♦ カタラ巧面のぶ巧否 • レンズ•受巧を•スト 
ロボお化巧なとを. S やをでふ3ぐと、ピン 
ボケ.》出不足 • a お才 一 M — などの原因に 
なります。 

♦電度を入れると、ストロボが《に巧び出しま 
す，このなかを巧たないよろにご注*くださ 


)2 







ス-ミングをしてみましょう[が〜 200 mm の®田でズーミンブでままず] 




ズーム レバーを ♦ 側に動かすと、遠くのらの 
を大きく巧せる200 mm 助!〔望達〕へ、 ♦♦♦ 側に 
動かすとにい範巧をちせる 48 mm 側にだります。 

• フ7インダーそ見ながら、写したい b 巧が巧みのホ： 
きさになったところで止 A て«おしてください。 

♦ 魚卓.巧！！を200 mm なにすると手ぶれを S こしやずく 
なりミすので，たお的をぷれを宮こしに〈い IS0400 
のフ4ルムの巧用をおおめします。 

• ズームレンズに3、な理な力を加えないでください。 
また、レンズを下巧まに■かないで < ださい。レン 
スに巧理な力が扣わ y ます。 


ク 


フィルムを入れましょう 


フィルムを入れて 
报おしましょう 


フィルムは、-'远ウ窺巧 S を窥んで々イラの沒 
巧じほれてから入れましょう。 



1因のように、裏ぶた M 巧レバーを下 
方向に巧し下げ、裏ぶたを開けます。 


• フィルムを入れるときは、 SSOFF で巧なっ 
てください。レンズが日勤的にあいて、々メ 
ラを S とすをおがるります。 


• フィルムを入れるとまは、度 WB 化が当たら 
ない用で巧って< ださい n 
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2 .裏ぶたを開けると、図のように黒い 3•フィルムは凸測を上にして、下袖!か 

巧起がありますり ら巧においちちに是し泣むように入 

れ、次に上柳を巧し入れます。 


• 因のフィルムホがなにゴミだどが巧若すると、 

フィルムが正しく巻き上げられません。 • フィルムは、下巧の穴を黒い巧おが分にし -J 

* この々イラで tlK した再度は、フィルム h で かりとミし込んでください。 

はコマまちと上ドが巧さに巧し込まれます。 

これは、カメそを小巧化ずるた々、フィルム 
をセットする向きがおレフカメラとは巧に 
fi •，ているためです。 


ほ 














5.*ぶたを巧じるとフィルムが自巧的 6.図のように、フィルム巧»表示の j 
に卷き上げられ、1巧白まで進みます。 か化て自巧的に止まります。必ずな 

数表示が^になっていることを辖 
設してくださし、。 

7. フィルムが正しく 乂クていないと、 
ま示バネルに e が点、巧して巧らせ 
まず C »ぶたを開けて、フィルムを 
正しく入れ直してください r 

• フィルム巧をは、巧»が 0 FFO ときでむま 
示されます。 
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フィルム原度について 
フィルム巧 a 自れセット 

このカメラでは、フィルムを入れるだけでフイ 
ルム感度が白巧めにセットされます C 


♦ ISO 妨 OU 上の再巧 SDX フィルムは、き 
巧や巧い巧での巧ち用としてごが巧くだ 
さい P 

♦ほとんどのフィルムが、フィルム巧度を 
自れ的にセツトできる DX 7 ィルムですが、 
DXiU ホのフィルムではフィルム京度が25 
にセットまれてしまいますので巧巧でき 


• 旧0巧〜3200までのフィルムが巧えまず。 
•フィ A / ムを巧は、军•ぶれ防止やストロポ巧お 





巧度現節 



このカイラに【3、お使いになる方の织《^;にを 
わせて、フ r インダー巧をよりなやすくする 
ための視を黄前篇#《あります。ファインダー 
巧がをえにくいとまは、巧度资節を斤って< 
ださい。 


1. B 媽を入れます。 

2. カメラを明るい方へ巧け、ファイン 
ダーをのぞきながら因のよろに巧度 
贸抗ダイヤルを巧かします。 

3. ファインダー巧の C 〕表示の巧が 
をもはっき y 夏•える位置に須節しま 
す。 


• 巧巧 a 面は、ご巧巧前にぶ、ず行なってくださ 
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夕 


フ7インダー巧ま示 



フ7インダーを取くと、区!のようなま示が兒え 
ます。フ7イングーを巧いたときに兒そている 
を用々。】'巧に写る巧团です。 


* フ ァイ ン ダー巧のを不がちえにくいとき 
は、巧度お前を行なってください。 [19 ペー 
ジをごたください] 

•い ii を j : のランプをホは、シザ 、，夕一 

ボタンをかし巧さないと表示されません。 


t 〕表示 

ピントがたう巧囲てチ。この巧化にピントをを 
わせたい巧を人れて巧おして< ださい。 

〇 I ランプま示[録ランプ] 

ピントがたうとななしまず。 

苗滅は、ちわの拓が巧すぎるか、ビント A わせ 
のもず - f * •巧でピントが合わない巧たです。 


% I ランプ表示[赤ランプ] 

スト〇ボかを化するとまに点だします。 

点滅は、ストロボが充を中です。 

A ランブ爱示[巧ランプ] 

巧まちをにしたとき点なします。适ち巧がじつ 
いては、巧べージをご度ください。 
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* この々メラでは、被点巧なじみじて、ファイングー巧の〔コをぶが6勤的に変化します。詳 
しくは、のぺージをごをください。 

* ピントが合わない:«合の〇ランプの巧 a 中は、 [ 〕轰ホもぶ巧します。ただし、巧化か; 

離が巧すぎる場をは、 〇 ランプのろがぶ巧します。28ベージをごをください。 

-サービスサイスの々ラープリント[パノラマプリントををむ〕では、巧が周辺のめがプリントされ 
ないことがるります。巧図に少し余みを時たせてください。 
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巧お IS 補正巧 

巧を睐 JI がるくなると、ちちに写る巧囲とフ f イングーでをえる巧曲がきだります。シ+ッターボ 
タンを少し巧したとき、フ r インダー巧の視巧梓が下巧のようじ自お的に巧化して、実反じち真に 
写る拓囲を巧盛することができます。黒く巧えているがみは写真じちりませんので、ちしたいらの 
を因の斜篇部分に入れて巧がしてください。 


<ち 準»ぉ> 




<パノラマ巧お〉 
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ピントのをラ巧囲 

このカイラでは、ホを お によってド肉のように巧動のにピントの汽う巧巧がそれぞれ3巧巧にを 
化します。この巧巧にピントを A わせたいものを入れて巧がしてください。 

，债点巧|«か巧巧妍に OOnii ぃ拥リこなるはどビントのなう巧曲がにくなりまず。 


<マルチ AF > 


3 


が mm 拥 


<スポット AF > 


C a 


こ n 


200 mm 牠 
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分 


表示バネルの辟、巧 



暗い巧でみ AF ののいずれかのボタンを 
巧チか、巧化ぶ巧ダイヤルを巧かすと白な的に 
表示バネルの照巧が点なします。 

また、ホ AF 6のボブンのいずれかをが 
2か問ザし爲けれは、いつで b をボパネルの照 
巧を点がさせることができます。 [4 が間.巧‘"] 


この々メラには、巧い巧でらを示バネルの塞 
ホがおえるように、巧 日月ち 巧があります。 
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ホおしましょう 



AI/TO »LLUUIf4ATION 

1 

， 

6 

咳を深! 









B 出涅巧ダイヤルをな泣匿に合わ 
せます。 [« 巧が入ります] 

• この々メラは、6点 AF でずから、写す切が 
国面巧,こ、から多少みれていても比技的ピント 
がをい具くなっています。 

■ 巧をの巧い泣みだけにピントををわせたい巧 
をは、スボ7卜 AF 巧おをごが用ください0 
47ベージをこ R ください。 

• サービスサイズのカラーブリント〔パノラマ 
プリントを含む1では、屏由周辺の杨がプリ 
ントされないことがホウます。巧巧に少しを 
浴を恃たせてください C 



2.ファインダー巧の C 〕をピントを 
をわせたい巧じ合わせます。 

補助光について 

巧いところやコントラストのル f ぶい巧ではビン 
卜合わせの巧巧か巧下しますが、こんなときに 
シサッタ-ボタンをかしがす と、 赤を化（活匹3 
化）を A 巧的に巧化してピント合わせを巧巧し 
易くします。 
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□ 

3•シャッ ターボタンをかし巧すと自お 
的にピントがをい、緑ランプ〇が 
•与•なしまず。 

4 .塚ランプ 〇 の点打み、そのまま シャッ 
夕ーボタンを巧して巧おします。 

* ち诗ランプ〇.が点びしてから別のもの 
だピントををわせ直すとさけ、 シザ，/デー ポ 
タンを巧し直してくた•さい。 

* 巧ができる由おは、焦点居慧が 200 mm では 
1.2 m よりぷくで、ホ点居 It か 46 mm では0,8 
m より巧くでず。 



•ミ•绿ランプ〇が点滅した巧合 
巧ランプ 〇 の点 巧は、巧 おを 巧 かぶすぎる 
か、ビン ト なわ甘の ち 手すよ巧でピント合わせが 
出 A ないことをならせています，巧べージそ 
ごちください。 

♦沒ランプ0が•岳 a 中でも、シャッター 
ボタンそ巧せば4おは化来ますか、ピン 
卜はをいませんのでごま* ください。 
♦カメラ前面のまけ巨奋か巧れていると，正 
しいピントをわせが出まなくなリますの 
でごま* ください。 
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□□ 

スト□ポ自おお光 

このカメラでは、ちしたいらのがおいときや逆 
ホのときに、スト 〇 ボが目巧的じを化します。 

シ中. ノブー ボタンを少し巧して、赤ランプ 
% がぶ灯すれば、ストロボかを化します。 

をホランブ^が点巧した#を 
ホランブ4のなをは、ストロボのを電中を 
知らせています。ストロボをま中は、シ* ッター 
が切れませんので、ホランブ i のちけ r を巧 
おしてから巧わしてください。 


• この々/ラは、巧器を入れるとスト己ボが橫 
に巧びおしまず。 

■ このカイラには、ストロボ2巧旁化によるホ 
U 巧なホ 巧が巧いています 0 巧しくは巧べ一 
ソをご S ください。 

■ ストロボを a 货して巧うと、宅化がをル a か 
くなることがありまずが、 巧 巧ではありミせ 
ん6 


スト D ボのだてきる巧離[ネガカラーフィルム 
巧巧時] 





f 


shb 





Di 





これ山みのフィルムち®については、的ぺ一 
ジをご H ください。 
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ピントが合わない巧合 

1. ピント合わせのま手な巧のとき 

ピントををわせたい物がち紀のような填合で 
は、ピントが合わだいことがあります。この 
巧なは、ビントをなわせたい巧とほぼ巧しい 
巧離じある巧にフォーカスロックをして授お 
してください。フ * 一々スロックについて i も 
がべージをごちください。 

2. »お巧離が巧ずぎるとき 

巧お巧«が巧すぎるとビントがないません。 
ピントを合わせたい巧から、もうかし巧れて 
巧をしてくた—さい。巧おできる距巧は、お巧 
距巧が 48mni では 0.8m より适くで、巧点匹 
お力り OOram では 1.2 m よりおくでず0 


a ) 白いまやき Sf ぶどのち巧にコントラスト 
( B 月巧ま）のほい巧の巧合。 

b ) 真っ黑なものなど、巧を反がしにくい场 
の#を。 

c ) が巧に速い速度でち教している巧。 

d ) 桂巧のみや巧かだ填巧の巧合。 

e ) ちぶのものが同時になをするちわ。 

0巧がのおい光，途い逆光 <育巧が巧に巧 
るい場ゎ)6 


• ビントが含わない 巧 合は、フ，イングー巧の 
お ランプ〇と C ]|が,な«して巧らせま 
す。ただし、» が 町 i が巧ずぎる 巧を は、诗 
ランプ fOj のみが 点滅します。 
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フイルムを巧 y 化しましょう L フィルムは*巧日光が当たらない巧で B り化しましょう。] 



フィルムの»をまで巧りちわると、 
自お的に巻き房しがおまります。を 
き戻しが終わるとモーターは止まり、 
図のように0が点«して巧らせま 
すっ 


•をきおしは、レンズの巧か巧 d が自»的にが 
mm になってからむわれまず。 

* 巻き戻し時 PS は2ィ巧巧りでめ25けです。 

■ をき戻し中は、巧お巧巧が逆算るボされます。 
• をき宾し:^了巧、化もれをがぐためフィルム 
は、すべで巻き込まれます。 


• フィルムのちま枚巧を垣えた•をのコマ 
は、現を巧：！でカットされることがるり 
まず。 

♦巧を巧をになっても、まだ巧たが持けら 

れるとミは、フィルムの*巧までちんで 
から卷ミ戻しが巧なわれます。 
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1 

臨 

1 


ま示パネルの0の,ま这を巧をして 
から、図のように裏ぶたを開けます。 

♦卷き房し中は、を巧に裏ぷたを屏けない 
でください，写■(こホが入ってしまいま 



3フィルムを図のように上側から巧に 
巧り出します。 
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フィルムの途み巻きまし_ 

プィ ルムそ没を巧:巧まで巧り巧3 /‘ VI 占い；‘ろ 
じを中で巧り化したいときにごトリ tK ださい。 


1.カメラち面のを中巻き房しボタン 
む3をストラップ空め具の累起で巧 
します。[卷き戻しが始ま y ます] 

2•巻き戻しがちわると、 モーターは 止 
まり表示パネルの0が点巧して巧 
らせます。 

3•ま巧バネルの日の点«を巧巧して 
からフィルムを巧り出してください。 


■ を中をき戾しは、電巧が ON 、 OFF どちらで 
も可能です C 

■ フィルムが完全に巻きがられるミで、 g ぶた 
をおけ K いでください e 

•を中ちき戻しボタンをがすと、レンズの角点 
巧*!が日み]的に巧 mm になり、さき房しがせ 
まります C 

♦ストラップ宙め臭外で途中含ま戻しボ 
タンを巧さないで<ださい。途中卷き庚 
しポタンを*巧けることがあります。 


いろいろな 巧 巧のおび方 


いろいろな 
おがをしましょう 



* 出ぶ巧ダイヤル 

ま出進がダイヤルを1〇】すと、いろいろな出の方式）をさぶことができます。 


才—卜 M 


日中 シンク0 

坦 *シ*ッテー せ g シンク fl 

バルブ 

♦、 

り レブ シンク a 

巧 

1 

—► 

% 

— » 

— 

透)^が二 

B 

—► 

♦ 

BV 


• 巧巧の«おでは、〇 [ホート巧を]にろわせてください。才ート巧をは、巧いときや逆化のときに、 
ストロボが自お的に発光するちも巧的なそードです。 

-ス ー ト巧おそ路さ、8をバネルにはストロボか究化する#を V が、ストロボかを化しだい巧を 

をか表示されます。 

ぶホ目 S まボタン 

ホボブンを巧すと、ホ目轻巧巧おをセットすることが出まます。39ベージをこ ‘S ください。 
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0 セルフ/リモコンボタン 

のボタンを巧すと、1コマ巧を•セルフタイマー巧わ • リモコン巧おとぞ丟巧化巧おを遥ぶこと 
ができます。 


♦ _ 

し - ► 0 - 

V 

>8 

一扫ド 


1コこ•'提 K リモコソ*た を里■化 

»适1^ の 巧を では、 「I コマちお J に 合わせて ください。 ち おを 一县 OFF にす ると 「1 コマを 於」 
に戻ります。 

AF AF ボタン 

AF ボタンを巧すと 「AF の方ぶ I をまぶことができミす。 



5 #.AF iSME スポ j 卜 AF 


•巧巧の巧おでは、じみみのに A わホてください。電おを•旦 OFF にするとけみ A ド」に巧 
りまず0 


日中シンクロ巧ち 

















巧连シャッターホを 



をくてもストロボが巧えない巧巧 〔 W 場、芙 
巧巧など]での巧をや夕まの巧おなどにごが 
用ください。ストロボをお化させませんので、 
き巧の照明を利用して巧西気のあるソフトだ 
ち:ちを楽しめます。 


巧出巧がダイヤルをを位*に合わせ 
て巧おしまず。表示パネルに®がま 
示されまず C 

♦ほ法 シャッター »おでは、 シャッ ターまを 
が a くなります。手ぶれを巧ぐため、力 
メラを乙巧などに国ましてください。ま 
た、写される人か巧いても.写真はぶれ 
てしまいますのでごま®ください。 



を沒シャッター巧 K 
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巧透シンク a 巧を 



クちなどを背をに入巧巧ををするとまに巧ぃ 
ます。ほ速シンクロでは、人巧にストロボ化 
を当て、をまは；！い シ*ップー 速度で、どち 
らもバランス良くおをできます。 


さ出进巧ダイヤルを B 位■に合わせ 
て*おします。ま巧バネルに I が表 
示されます。 

♦ほ速シンクロの巧合にも、 f スト□ホ«を 
できる巧80巧西巧 J で巧がしてくださ 
い。27ぺージをご R ください。 



♦坦速シンク attK では、シャッターま度 
が逗くなります。手ぶれを巧ぐため，力 
メラを=巧などに面まして< ださい。ま 
た、写される人かおいても、写真はぷれ 
てしミいますのでごま«ください。 
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バルブ巧巧 



巧乂や夜景の巧おなど、 シャッ ブーを長時お 
巧き病けて巧巧をずる場たにごを巧ください。 


舍化透がダイヤルを目化匿にをわ甘 
て度がします。ま示バネルにぶび表 
示されます。 

♦ バルブ巧おでは、 シャツ ターボブンを巧して 
いる町、シザ,ダーがおきなけます。[最艮 
巧！が 



バルプ巧お 

IS 04 妨で巧3かの巧お 


♦バルブ巧ちでは.手ぶれを巧ぐため、力 
メラをミがなどに图をしてください。 


37 


バルブシンク□巧影 



运景などををきに人巧を巧をするときに巧い 
ます。バルブシンクロでは、人杨にストロボ 
化を当て、肯貴は長時巧のシ*ッターを度で、 
どちらもバランス良く巧おできます。 


a 出選巧ダイヤルを a * にをわせ 
て*おします。表示バネルには、ち 
が R 示されます。 


♦バルブシンクロの g 合にを、「ストロボ巧 
おできる拒酿の巧西巧」で巧おしてくだ 
さい。27ベージをこ R < ださい。 

♦バルブシンク a 巧がでは、 シ*ッ ターボ 
タンを押しているな，シャッターか開き 
つづけまず。キぶれを巧ぐため、巧メラ 
を=的などじ固をしてください。また、 
ちされる人かないても、写真はぷれてし 
まいまずのでごま* ください。 


* バルブ シンク ロでは、 シャップー ボダンを巧 
している巧、 シ*ッ ブーが閒きなけます。 
巧を巧1分] 
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ホ目沒巧巧巧 



ストロボ巧がで人拐の目がホくちるのを目な 
ただくすることができます。巧お脚にストロ 
ボを I をを化させ、人巧の瞳をかさくしてか 
ら2度日のを化と同時に巧おをけい、目が赤 
く写るのを目么ただくします。 


ホ目経«ポタンのを巧して、ま示バ 
ネルにホをま示させます。 


• ホ日 径滅巧 おは、»出さ巧ダイヤルが® 

や S む: S では鼓ちできません。 

• ホ日ち S 宙おでは、ストロボが2度を化しま 
す。«お; S 2ち y の巧ホ時に行 K われミず。 

• ホ yg ち3おを W 除するときはもう1度#目 
巧なボタンを巧して5示ハ•ネル巧か夏ザ 
を巧しまず。巧巧を一旦日 FF にしでも解除 
されません。 

ス ト□ボ巧がのホ目現を 

ス h ロボ巧をで人物の目がホく巧ることがあり 
ます。これは、 n の巧巧にストロボの化が反を t 
してをホチる現まです。人巧の回りを巧るくし 
たり、巧が巧 K をぶくにしてレンズをにち測で 
撮をずると、を / t しにく <だります。 
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七ルフタイマー巧お 



* セルフタイプーで巧おするときは、兰 W など 
を巧用してください。 

• 巧活を•旦 OFF にすると ri コマ々お j に戻 
りミす6 


1セルフ/リモコンボタンだ）ぞ巧し 
て、ま示バネルにののま示を出し 
ます。 
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セルフ/リモコンボタン0を巧し 
て、表示パネルに8のミ示を出し 
ます。 


• 巧おそ旦〇巧にすると ri コマ S お」に良 
ります 0 



2.カメラ巧面のセルフタイマーランプ 
がゆっくり点巧して、リモコン«お 
であることをならせています。 


* このが巧で々メラのシャッターポタンを巧す 
と、リモコン巧がでは f ぶく逗巧の1コマ 巧 お 
にむ’0ます0 

* リモコン a おモードのまま的5分枯巧宜する 
と、因曲的にレンズがさな 〔48 mjnJ になり、 
;1コマ#お」に戻ります0 
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リモコン巧 C のできるを麵 
々メラ正面から的 5 mW 巧 



3•ファインダー巧の C 〕を写したい 
ものに合わせ、リモコンをカメラ正 
おに向け、リモコンの シャッ ターボ 
タンを巧します。 

-セルブブでマーランプがをい点滅そ3み巧し 
たをシサリターが巧れます。 

■ リそコンのシ卞プターボタンを巧したときに 
フ T イングー巧のにゴがろっているおの 
に、ビントが合います。 


• 逆巧時はリモコン 巧 おができないことかあり 
まず。そのちをは、セルフタイマー巧おをご 
利用ください C 

■ ストロボ充ち中はリモコンホたはできません 
«リモコンを巧用しないとまけ、 ソフトケー S 
のポケットに入れておくと巧がです。ソフト 
ケースについては、8ベージをこなくだミい。 

J モコン巧■ホの寿を 

巧 30, 贿〇回またすることができます。 巧 おの 
巧 巧はさ 寄りのベンタックスサービス センター 
に ご用命く ださい。 [有■が〕 
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多重ま出巧お 



もルに0のき示を出 
ボタンを巧して1回目 


ム校数と 田 ま示が,ち*して、ぎ窒 
函出巧おやであることをならせてい 
ます。[フィルムは卷き上げられま甘 
ん] 

3,まねるものの 巧 図を巧めて2回目の 
巧おをします。[フィルムがをき上げ 
られまず] 

* 1度多ま S 出るおが巧わると、 ri コマ巧 
た」におります。 

* 多を«出を3巧 J ^： U : 重ねるおをは、1回目 

の巧お没に再びセルフ/りモコンボタン 
^(5 を巧して表示パネルの I 6」の点巧を 
点灯にしてから巧がしてください。 

■ 曰巧や時を I の写し么みは、を巧の巧お巧 
に巧われます。 
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适景ちわ 


■- -^^^^ 



AF ボタン AF を巧して、ま示バネル 
に A の表示を化し巧をします。 


* シャツター ポクンを少し巧すとフ r イン 
ダー巧にら A がる3くされまず。 

»—な巧ををずると连ち巧をは巧除されま 
す。 

* 否出 il 巧ダイヤルが〇 f な宜では、巧く 
てもストロボは発化しません。 
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スポット AF * を 



フ7イングー巧の中央け近の挟い巧巧だけで 
ピン^•をわせをけいますので、特をの巧かに 
ピントを合わせて巧彩したいときなどにこか 
用ください6 

' AF ボタン AF を巧して、ま示パネ 
ルに SPOT AF のま示を出しミす： 
2,ファインダー巧国面中ホの （） を 
ビントををわせたいものにをわ甘て 
活かします。 

• 餐おを•旦 OFF にすると「5み AF 」 に房り 
ます。 

* この々/ラでは、焦、ホ巧 g によってフ r イン 
ダー巧〇( ) の大きさが自お的にまわりま 
す。 的べ一~ジをご R < だぎい。 



♦ ピントを合わなたいものが屋面中ちにない！* 
をは、 つォー カスロック«たを巧ってくださ 
い。 フ： t - カス〇ック a おについては48ぺ一 
ジをご K ください。 
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フォーカスロック*お 



フォーカス□ックの方ま 
1 ファインダー巧の （） が人巧から 
外れたままで»おすると、図のよう 
にをろにピントが含ってしまいます。 

-フ* —カスロックは、5换 AF のげ巧でら巧 
巧ですが、スボット AF での巧用をお枯めし 
ます。スポット AF については、47ぺージを 
ご!！ ください。 



2.ピントををわせたいものに （） を 
をわせ、シャッターボタンをかし巧 
して、緑ランプ〇を,まなしたまま 
にしておくと、ピントが国定されま 


す。 


»このとき、 BHi も巧時に因をされまず。 
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3,シャッターボタンをかし押したまま 
元の写したい巧因にして、シ中ッター 
ボタンを巧して a おしまず。 

* フ*- カス ロ’, クは、シ* ッター ボブンから 
ほを 巧ず とおをされます。 
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パノラマ巧を 



この々メラでは、フィルムのぶ中でも自由にバ 
ノラマ SR と房や«おとを切りおえることがで 
きます® 

パ/ラマ巧 g ではフィルム上でちをじ写ります 
ので、パ/うマプリントにするとダイナミック 
なち g か巧しめます。 


1パノラマ切り普えレバーを P 側に 
をわせます。表示バネルに m がま 
示されます。 



1 . パノラマ視野が巧に写したいものを 
入れて没 K してください。 

«パ/ラマ巧がに切り替もると、ファインダー 
巧がパ/ラマ用に巧長に。•りまず。黒くをえ 
ている拓括は、ち再に巧りません。 

■巧库建でのパ/ラブ n おでけ、フ*イングー 
円め巧 巧 巧が日み的に変わりますので、この 
巧囲巧じちしたい巧を入れて 巧 おしでくださ 
い0 22ページをごおください。 
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ホみ 3 日 1 づ巧みめ与レ么ぎれる巧 ■ 


バノラマデートじクいて 
この々イラでは、パ/ラマ巧をでら円付や時削 
を写し込むことができます。巧ぃ方は窝巧巧於 
の巧なと巧じですので、53ベージの「巧頁!こ 
日付や時巧を与しとろます」をご K ください。 


• パ/ラマ巧おのお合、巧常•の区!巧プリントに比べ日を:、科をがかかります, 
詳しくは、お巧でおたずねください。 

* パノラマるおでは、巧のようじ房革巧がのフィルム1コマ巧の上下を カット 
をは巧は、巧ザ居彩のときと巧じです。 






写真に日付や時刻を写し込みまず 



この々メラは、2019年までの才ートカレンダー 
は 巧を巧っています。 □付や時刻のを示は、ほ 
ぼ化しくセットしてあります。 


写しをみたい巧客を遣ぴます 
カメラ背面の MODE ボタ L 年ち曰I 
ンを巧すと図のように表示が i 

変わりますので、巧望のま示[■有焉-芬1 
を進んでくたさい。 ' ~~1** 

I ~ mm mm 

i 

月日年 

i 

曰ち年!^ 


»デート塞ホをに玄ホされている U 巧や時刹が 
ちみこちし这まれます。 

■ 日付や時巧をおし込みたく'ぶいちをは、 ザー 

卜爱示ちに . をきみさ廿ます。 

»デートるホをの M は、[巧」の化邑ををして 
います 0 


S 3 


日付や時刻の巧正 

1.SELECT ボタンを巧して、«立した 
い巧谊を,ち*さ甘ます。 

2. ADJUST ポタンを巧して、，京 a さ 
せた巧おををまします。 

• 巧おは、ボタンを1回巧すごとに1つ扇ろ、 
巧しなヴると巧！〜2巧をからはをちりされ 
まず0 

3. 巧正を口、 SELECT ボタンを巧して、 
点、巧を止めます。 


* .SELECT および ADJUST ボタンを巧す 
ときは、ストラッブの留め具の巧居を®用し 
て<ださい C 

* «正中[な gg 示中]は、シ+ッターを切って 
も日巧や時巧は写し込まれません。 

-「年巧曰 J ま ' T くの「年 J は、1998年では f 獻 
2扣1年では 「01 J のように下2ケブのみか 
まホミれます。 

* 巧巧交巧を巧うと、日付が f 94.1 .1 J . 時巧が 
1*0 時0巧」にまわります。 S 化そな ft した 
ときは、必ず H 付や時巧の6正そ巧ってくだ 
さい6 
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• ザ-月曰」と「日時み I を同時に写し&むこ 
とはできません。 

* パノラマ巧彩でも日れや時がの写しをみがで 
S ます C 

* 0みに 七ッ トずるときには、日ちか」ま示の 
ときに SELECT ボタンを何度か巧し厂：. 

をなおさせて、 rAOJUSTi ボタンを時巧な’ 

どにをわせて巧してください。 

• シ * 7 ブーを巧ると デー トま示ちの 一 がか 
巧して、日れや時如が写し込まれたことそな] 

らせミす。 

• 日付や時到力巧る巧分に白 • きをなどの巧る この写>の巧宇は/けコミを巧です。 

い巧があると、曰れや時到がるそに< くなり 
ます 。日けやち如がちるがかこは巧るいもの 
かこないようにしましよう e 



巧 


ちあのミ肖を«吿 



ま化が消耗してくるとま东バネルに肉の D マー 
クが出てさろします。早めに新しいち池と巧ち 
してくだぞい。 Q が巧巧にをわると、シ中ッ 
夕一が切れなくだります。 


巧 おできるフィルム本教巧！■り1 
远をのるわ そー ドでスト〇ボの巧用をを 
如％にした巧ち お10ネ 

ccRmA ち 化，当れなおを件じよる] 

»ほおでは、時的に 巧 あのち巧がを下するこ 
とがホりますが、巧をに戾れば巧用できミす0 
また、«おできるフイルムネ技:がみ。•く。•り 
ます6 

* あらかじめ々イラにザ ’ y 卜されている 巧 化は 
サンブル 巧 化のため、上 I ミのフィルム本括を 
巧 巧できだいことがありまず。 
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まあのをを L ■毎を OFH こしまず] 



1 ストラップ普め具の突起をが用して、 
電化ぶたの□ックを囚のち印方向へ 
弓 U、 て電化ぶたを H けます。 


«巧化そ入れたときにレンズとストロボがルし 
巧きますのでごを® くだミい。 

• フィルムのを中で S ホ巧 SI して fe 、 そのまま 
フイルム巧巧はな巧されでいます> ただし、 
曰けや時削は初巧が巧に戻ってしまいますの 
で、巧を H 付や時を]の g 正をけってくだミい。 
«正方をは、54ぺージをご K ください。 
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2. ■あぶた 裏 測の+表示にをわせて、 
巧 ホを正しく入れます。 


毎用巧化…… 3 V リチウム笔化 

CrU 23 A 话当品 （1 本) 


• 巧外な巧•寒冷巧での巧おや写真をたくさん 
«るときには、予 WS 化をご用«ください e 



す。 

• ち化ぶたが正しく ロックされると、 r カチ’ソ」 
と音がします。 

•否ホを入れ、里巧ぶたをめるとレンズ 
とスト〇ボが少しをきますのでごを患く 
だきい。 
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♦ ■化を SSI しても正しく巧かしないとき 
は、■ホの巧きを«良してください。 




ストロボ SK 巧な巧巧 


IS 01 QO . 200. 4的。みのフィルムを巧用したときのストロボ4お巧«®百[ネガカラーフィルム巧 R 時〕 


心； . 、- i !? 

巧 1 

巧 

が0 

1600 

3200 

化 mm (•♦い 

0,8-2. tm ! 

0.8 〜3 0市| 

0.8 〜りぶ m 

0.9 〜け 8 m 
(•1) 

1.3 〜 23 .Sm 
(*1) 

200 mm (*) 

(«2> 1 

1 1.2 〜 1.8 m 

1.2 一ん 5 m 

1 

1 2-9.2 m 

12~13.0 m 


•1 S 岳度めため巧ち！•では«とオーバーになることがあります。 
■2 *正*化が»られ*巧ん。 
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こんなときは？[巧しくは、さ•ページをこ» ください。] 


g 届を化括される巧にむうを、なの,みをお巧べください C 


1 な巧 

原因•巧运 

ffitti :シ*ッターが巧れない， 

1 

历因 • 対処1; 

♦ が OFF になっていませんか。■巧を入れてください。 

[ 10ベージ] 

♦ > ホロ入っていますか。■化がミち巧していま巧ん於巧8ベージ] 

• さ巧ちに0が病* U ている*1をは、フィルムが g 了しています。 

巧しいフィルムとで ft してください。りん29ぺージ] 

♦ * 巧5に£がち* U でいる«をは、フィルムが E しく入ってい 
ません。正し < 入れ直してくだ5い。 [17 ベージ] 

♦ スト D ポを押していま巧んか0 [11 ベージ〕 

巧巧2:写真の化巧か a <ない。 

巧田•対巧2: 

• ピントををわだたいものにフ7インダー巧の亡〕を正しく含 
わだて摄彰してください。 [26 ベージ] 

♦ フ7インダー巧の*ランプ〇のち打511畏しでから巧たして 
ください。 [26 ぺージ） 

• 巧や S などで扣巧空を*わないようにして，シ ♦ 1ッターボタンは 
かに Jf してください。 [12 ページ] 

•か宙おび巧れてい S がんか。 [12 ベージ] 

巧が3 :ズームレンズが g をに 48mm 
化に tt いた C 

9因 • 巧巧2 : 

♦ ■巧 ON のまま苗■した場をは、巧 S 法巧3お怕たつよ、白！?)的 
にレンズめがが m m になり S す。[けべージ〕 

♦ リ〇ン巧巧巧は、巧■法巧5か抽たつと、巨わ的にレンズの族 
ち巧*!が4日 mm になります,り3ベーシ] 

• 
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巧因•巧巧 

■1 


— 






•_ U ) マー， (CE) は、安そ恃 • 環なむよ口が資為な a に巧する EU (巧がさを）の5よ寧 
巧に: B をしていることを T すらのです。じちとは、フ うン ス巧の Comunit^ Rurop^n ( 巧 
W 共同巧）の6房です。 
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ま示パネル 


0 0 9 0 


<g>iaSP0TAFi4 

0® 8810 



• このカメラには、巧い巧でらき示，、•木ルの塞 
示がをえるようじ巧明な能かをり5す。24ベー 
ジを ご!！ 〈だミい 0 


各巧のち诗 

0ホ目巧を .[39 ページ ：I 

みハ•ノラマ巧於 . 巧〇ベージ] 

6スボット AI ‘•巧を . 〔がベージ] 

0る其巧を .[46 ベージ] 

な巧化消を*^^!’ . 〔56ベージ] 

♦スト〇ボ OFF . [巧、37ベージ] 

©ストロボ ON ……[34、说、36ぺージ] 

らフィルム校を . 〔17ベージ] 

6リモコン巧影 . 〔42ベージ] 

® セルフタイマー巧お . [がベージ] 

のをま巧化巧 K . [がべージ] 

巧里ミそ [ LCD ] について 
♦巧邮での g るでは巧晶ま示が黒く 
なることがるりますが、巧通に R 
れば正常にな y ます0 
♦ほま下では、巧岳のを示巧る速度 
が3くなることがるります。これ 
は巧豆の巧 S によるもので巧»で 
はるりません。 
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アフターサービスについて 


. せ化ずのサービスを口では、ベンタ V クスウ< ラ 
をはしめ、各巧父*レンズや7クザ サリ■が 夏示 
され、おキじとってごきになれます。また，巧々 
のこ’巧ちじらをじてだりまずので、む巧居にお立 
ち巧り く ださい。 

1本おおか力•一汝ほした巧なは、ご K 入日から苗1 
年:枯無 W ち巧をしますので、が S い k け巧かぜ用 
致巧*にお«されでいる e 巧りのち巧サービス;会 
r いこお申しホください。«巧をむき,ぎのちろは、 
当社:の サービス 寒□じちをだ持ちください。 g 巧 
なごをけの巧なは、化巧括なとを科用して、 A さ 
中の**じ«えるようしっかりと巧なしてお送り 
ください。不良を本のフィルムやプリント、また 
巧陣巧巧の正巧 f い去をホけしていただけ在と巧 
因み折に巧なちまず。 

2 巧な南巧か[こ巧 A を！年田〕は、おな書 C を巧店日] 
および«人年月日がも!入されているらの]をこ巧 
示ください。巧因:*力けぶいとお巧巧尚中で bg 坦 
がちおにだりまず。 f ぶお、巧な巧または3*^社サー 
ビス S □へおおけいただく藻はお客なじごな 
巧巧いまず。また、巧をなと当な岛の a 巧岳巧り 
につるましてわ、输ま々まによっては一がこ‘臣な 
いたたくちをがあります。 

3. 巧の#をは、がな巧巧中でわ焦打 tf 巧の巧をには 


•巧闻 t の房り（巧用巧巧«き己載レン巧>の巧かけ等） 
により生じた巧再。 

• ちなの指をずるち巧のをい巧で行われに任 
理•巧を•巧 g によるめち。 

•火み•天巧•巧を巧によるが巧。 

•がち上の不«<巧 a を S の場巧、巧虫割の入った 
巧巧での巧菅等)やを入れの不巧（ち•け•ホコ 
リ•木かぶり•シ B ック巧）じよる«18。 

• 巧站番の度けの。•い巧を。 

• おを巧名や S 人日等めお載が。いまろならびに 
なお巧ちをな正された巧な。 

4. おが巧的なをのち n け巧な巧巧とさせていたたき 
ます。なわ、その房の as 沒巧りにつきましても 
わ安«のご»巧と5せていたださまず。 

己本»おの Mtf 用な巧が品は、お造巧ち切りを7ザ. 
巧を目安に巧巧しておりまず。したがって本巧閒 
中は巧則と L て gw をおまけをします0 f 占お、巧 
旧 la をであってら«理巧巧の#をらありますので、 
当社サービス定□にお Pn 1 い含ねせください。 

6. 巧巧巧けそまれる巧む国巧保姐さをお持ちくださ 
いぃ国 R 保证さは、当社サービス客□でお持ちの 
化证書とを»に巧け L ております。：巧な巧 PS 中の 
みちが 


的 


主な仕巧 


おま . ズームレンズ内 a フルオート 35 mm レンスシ*ジターカメラ[テー 

巧用フィルム .35 mmDX 7 ィルム専用 [135 バト D - ネ入り] ISO 巧*-3200自»巧度たプトり EV ステップ] 

DXU み *150 巧因苦 

B 面サイズ .24 X 36 mm 〔バノラマ«た片は 13 X 36 mm ] 

フィルム入れ 才ートローティンプ、裏ぷた访じによ y 1は目まで巨おちき上け 

をき上げ . 自 B ちま上げ K 

卷きちし . フィルム終 T ち目わ卷き S し巧〔卷き庚し時« : 24技 « y フィルムで的巧巧]ちま戻し« 了時 

宜扣簿止、巧やさき戻し巧巧 

せお . 有№3巧巧 W 式.巻き5しじ a な[ぶ！!:] 

ホ巧表そ . ま示バネルに LCD 巧 A 表示[ほ a ® さ!?)巧巧およひな W 巧巧る y ] 

レンブ . が-200 mmF 5 1〜口■れズームレンズ7お11巧11角〔巧ろ «] が.だ〜 U .5* 

ピント合わせ . パッシブ5.ち AF 万式[スポット AF 可巧]、つ; T - カス〇ック付き、かち g 坦 =0.8 m 〜》 [が m 

m 柏] 〔 S 大巧軍的 C .175 X 〕、 宙最»おる y [ピントは無皮進に国定]、 
H か光ちり 

スーミング . gKK 

シ古ッブー . プロブラム AE ■子すシ*ッタ ー» 約1/400〜2巧、パルプり/2お一1分]、 g 巧レリーズ R 

t ルつタイマー . 電子式ランプ*示，巧!？)ち也的け巧，巧»るの R な巧な 

つ7インダー . Sft 表示付き H 像ぶズームフ7インダー、 au ? 巧83%、宿 $0.44 X [が mm 巧]1•巧 x |：200 rnm 

巧面巧き 一3~ + 1 m -' [ちメートル J , 才ートフ; r ーカスつレーム[かち不巧巧ち a 、5 
•ち•スボット AF を3ほ6宜な塞化]、巧巧梓、巧を*巧 S 補正巧、バノラマ巧奇巧， a ランプ 
〇ちな.巧彰巧巧.ち« : M 巧不巧 • 巧 I 巨 B 餐告、ホランプ i ま口：スト D ポちたさ.» : 
ストロボ巧■中、ちランプ A ち打 iilHI た 
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8 化 . ブ D ブラム巧きの a 出:6み a か化] 


»化まわ«困 [ IS < MOO ] 才ート、日中シンク0巧 = EV 10. S ~ EV 18【48 mm か] 
EVH .5〜 EV 2 W 200 mmlW 〕 を法シ中ッブー巧ち巧》 EV 6 〜け〔が mm か j ] EV 6. 6 -20[200 mm 
柏]逆巧ち自 ns 出巧正1«お巧ま 
亥 SR 化 巧化 

R 出れスイッ？ . シ*ッターボタン 

ストロボ . ズームオートスト己ボ巧*[ホ目巧《«お巧ま）、オート=ほ《«、逆ホち目れちホ，ストロボ 

ONa 日中シンクロ/ほ3シンクロ [2 巧5で巧可巧]バルブシンク 0*1/2 巧〜1か 
スト白ボ» ち KB ..〔 ISO が0巧用時 J 48 mm 0.8-8 4 m . 200 mm W ** 1.2-4.6 m 

スト□ボ巧 « 巧 M …巧 5 巧^当を K «条# f こよる） 

リモコン ホ外»リモートコント□—ル、リモ3ンシ*ッターボブン巧しで3巧を»»、な»巧 gan メ 

ラ巧®わ 5 m 。 巧 

y モコン>巧 . リチウム < ホ 〔 CR 1 がが1 fi [サービスでンター玄 »] 

リモコン大きさ 

• Rft [ S ミ]. .. KM レ50々[&レ9ぶ厚] mm 的[■ホさむ] 

■巧 .3 V リチウム■ホに FM 23 A 6 当島]1本巧用 

a た巧な本ち 24巧攝リ7ィルム 《 ffl 巧杭10本〔スト□ボ扣％巧用、さお:な»条件による： 

■巧;肖巧 »s S 示バネルに Q か.ち灯、.ち«巧シ t ッブ ー 〇ック 

テート»« . ク*—ツ巧 a • a さま示万:テジタルちが、才ート巧レンター[坦 S 扣け巧まで，田巧は宜 Kfi 

正〕、パノラで時写し这み巧お 
テータちし込み方ま•フィルム巧面からのちし泣み 

データの a 奇 . 9年.巧•日0己•巧•巧6 . [データ写しなみ無し） 6月•日•年©日•ち•年 

大きさ - S 量〔■さ】.127ぶ 【 g ] x ?4 ぶ [« ミ] X 78 [犀み ] mm 3扣 g [■あか] 

が眉泣 . ストラップ、ソフトケース、リモコン 
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PENTAX espio 200 クイックガイド 

タイ-ツ-クガイド（このぺージは、巧り巧ってソフト咬ースなどに入れてお住いくだミい。） 

こんな写真を} ty たいとをったときに、巧出ぶ巧ダイヤルを下のを示のな置にをわせたり、たルフ/ 
リモコンポタンや AF ボタンをき示"ネルに下の表示を出すだけで巧単に巧 K ができます。 


S 化還巧ダイヤル 

〇 才ート 

* ら-•巧的モードです。時い巧や这巧では白 
かのにストロボがを义しまチ。 

V 日中シンク □ 

巧るくても巧くてら巧にストロボか定モしまず0 
巧 f •をかぶ A 卜人巧!!於たど、逆光にで人巧 
がちくなっでしミう時に巧います。 

巧）ほさシ * ッタ ー 

ちくてもス t ロポををホミせまサん。，トロボ 
が巧えない夫巧店やち巧の巧巧を科用した》お 
をしたいときに巧いまず n 
P 近2シンク。 

ブ g をバックにした人物»が口どで、人巧にブ 
h ロボを?^てることで、夕ちと人巧をバウンス 
よく AR でき i ナ。 

B バルブ 

な乂や巧さの操たじ巧いま'^。シ*ッ？ーボブ 
<を押している巧ン* V ブーが拍ミ巧けミす。 
バルブシンクロ 

'、，レフ»おでス h 曰ボをを化させます。 巧みを 
‘、 ，ブじした人巧どじ巧います。 


0 ボタン 

公 t ルフタイマー 

己み日身らちかこちりたいとさに巧いまナ010 
み度【こシサ.，ターが巧れまず。 

I リモコン 

々ィラかれたところからシ r V 夕一を切る 
ことがでさまず e 

リモコンのンサ，夕ーボタンを巧すと3けをに 
ブーか切れミず。 

0 を S 8 化 

つ4ルムの间じ巧技のところ【こ® 口て a [於をす 
ることができまず。 

AF ポタン 

3い風さや々5ス g しのぶ*などモ«^すると 
さに巧います。 

SPOT AF スボット AF 

巧を部分だけにピントををわせてするとき 
じ巧います。 
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PENTAX ESP 10200 


クイックガイド 



1. カメラ底面のを中巻き S しポタン QS をス 
トラップ留め夏の巧起で巧します。 L 卷き房 
しか拾ま y ます] 

2•卷き！！しがおわると、モーターは止まりま 
示バネルの0か点,«して巧らせます。 

3.表示バネルのりのぶ a をち巧してからフイ 
ルムを巧 y 化してくだまい。 

■を中をき戻しは、屏出逞がダイヤルが 
OFF むちでら巧巧です。 


日巧や時巧のを正 

1 .SELECT ボタンを巧して，度正したい巧 
ffl ぞ点巧させます。 

2. ADJUST ボタンを巧して、ま巧ミせた数 
巧を巧ちします。 

• 哲:惦は、ボタンを1回巧すごとに1つ if み、巧 
し椅けると的！〜2か後からは早送りされます C 

义巧压巧は， SELECT ポタンを巧して、点 
巧を止めます。 

♦ 曰巧のをとを巧ったときは、必ずけ則のな 
正も巧って< ださい。 

* SELECT および ADJUST ボタンを巧す 
ときは、ストラツブの留め其の巧おそ巧用 
してください。 

* を止中 f 点沒妄ボ中]は、シサッターを切っ 
ても□付や巧巧は巧し込まれません。 

* 「巧月 H 」 る示の「年 J は、1998巧では巧8」、 
2001 巧では roij のように下 2 ケブのみが 
をぶされます。 

• 0 巧にセ V 卜するときじは、「日巧み J 表ホの 
とまに SELECT ボタンる时度か巧し「：」 
を点なミせて、 ADJUST ボタンを巧報な 
どにたわせて巧してください。 
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•巧 。I \さ々せ。巧の g ヴービス 

ベンタッつスフブーラム 宁1货 -0401 が居巧ホち 2-1-1 »ち^冉ビ ，レ m I も’ f S ) 

巧《夕« 5ヴービス G ンター甲 1 W •巧巧 IRS 巧モ居 B * 西 B -10 I tlpuasalnrr , 

ん«ヴービス C ンター fOKHWO 市中巧区化の♦田 1 B - 巧ペンタックス札«ビル 

11かブービスロンジー干981 -31 S 3 化台巧«区 • 单71午 rtS ま*•中巧 K ビル bus 
» ビス C ン9—甲951 -8067 ««ホ2巧 a 7 8巧11巧巧 * ピ f レ 

.. «巧ヴービス C ンター甲巧 1-0047 •巧巧 CPE のぞ巧?- 7-10 曰$ま ♦» 巧ビ JUflg 
» か 一 C ス t ? ンターでの0•仿巧 » 田巧を R 西？<1*? I そ5»巧ピレ Mi 
S 田 B 7 —ピスでンター T 4610001ち 6 S 巧 ■ eSM 19 6 
• ス B ヴ ー e ス巧ン5—甲542’扣かス巧モ居宙 K «1-17 -g /!— んビル2111 
田■ヴービス G ンター甲な卜〇〇巧に B 巧田 ER « S 3-5-2 2ち90ピ/レ6% 

« 〇ヴービス C ン S — 甲 ei 0-06 の*巧巧 g を E 巧**申#旬3づパールピル1ち 

- >104-0061■ 55* ホ巧 F 巧* SB - 10 (ェ■な**々 》 tt り • 


■.み曰《よロエ10ぶ巧 Ac レこ江み57, 

C 巧レ、年* S 巧 SRS ペンタックスフマー5ム6まのです。 


〇の(巧48>巧が I け） 
な0みみ? 1) 泣？ U 巧） 
S 01 U 61?)22 幻（け） 

が。。71访8© (け） 
»0巧(?24度巧1でれ} 
巧巧 Krt ) 
a«d (255 )6306( rt ) 
な®? («?) & 33 l ( rt ) 
6脚が?1)?996< け） 
〇«2口34)谢1(け》 

a 拍? ロリ ） 巧巧(。） 

a 的【36?2«が9 


か 


化化学工業巧ををな 

平 I り脚 CKAtfAERPn ! •化 9 


ペンタックス巧巧巧ホされ 

I 



96521 


ペンタックスフ7ミリーのごま巧 

ペンダックスファミり一は、ベンブックス爱お々のちちクラブで 
す。年4回めを巧と写ちザちめ E ホ、イベントへのを化 J やち巧が 
をのをち刮引だどち々だ巧巧がるります。 

お申しとみ • おないをわせはド纪ペンタックスファミリーち巧ちる 
ミで。 

甲100イ化4ちがな下け W « 本 W 町い U-I 

ミ:を巧 e ル am 〇的(3580) 0336 

なこの度用化 w 香には|*»ホ巧を®巧しでいます • 

々化樣れよ口巧^ tt の化を X •をな < 电おずることかありミホ。 〇卜 0001 






